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区 分 
経済産業分野研究職（化学・機械・電気・無機材料、繊維等） 

異動 ・配属の考え方 必要とされる知識・能力 受講すべき研修等 

新規採用 基礎的な技術・知識の習得や適切な指導を受けることに適した所属に配属する。 【新規採用時】 

・県職員として実施する研究について

の理解・認識 

【職員研修】 

・新規採用者研修 

【経済産業局研修】 

・経済産業局新任職員研修 

【あいち産業科学技術総合セン

ター研究職員研修】 

・新規採用研究職員研修 

・若手研究職員研修 

・体験研修 

・内部研修 

・高度計測分析機器研修 

・中小企業支援担当者研修 

・職員中長期技術修得研修 

・新技術育成研修 

技師・主任 

(採用後８ 年間) 

基礎的な技術･知識を習得するとともに適性を見出すため、原則として２カ所の所属（※）を経験できる

よう計画的に異動を行う。 

ただし、職場の専門性、技術力を確保する観点から、研究職等の極めて高度な専門性を有する職

員を養成する必要がある場合は、その事情に十分配慮しローテーションを実施するものとする。 

【採用後８年目まで】 

・専門分野の見極め・選択 

・担当業務に必要な技術等に関する専

門知識、課題遂行能力 

※あいち産業科学技術総合センターにおいては、各センター（試験場を含む）を１所属とみなす。 

主任級 

（９ 年目以降） 

特定分野の研究実績を積み重ね専門性、技術力を高める。また、職務分野の偏りが無いように幅

広い職務経験を積み重ね、適性を見出すとともに、実務の中心的役割を担う職員を目指す。 

【採用９年目以降主査級昇任まで】 

・専門分野における研究開発能力 

・実務の中心的役割を担うために必要

な知識・能力及び指導能力 

・幅広い職務経験 

主査級 【主査級から補佐級昇任まで】 

○地方機関の場合 

・専門分野にとらわれず幅広い技術分野、

業界に対する指導能力 

・若手職員の指導能力 

○本庁の場合 

・県民、大学、企業、関係機関等に対する

説明、折衝、調整能力 

【職員研修】 

・主査級研修 

【あいち産業科学技術総合セン

ター研究職員研修】 

・中堅研究職員育成研修 

・内部研修 

課長補佐級  ○地方機関の場合 

・技術管理（ＭＯＴ）、事業企画・管理能力 

・若手職員の育成能力 

○本庁の場合 

・県民、大学、企業、関係機関等に対する

説明、折衝、調整能力 

【職員研修】 

・課長補佐級研修 

【あいち産業科学技術総合セン

ター研究職員研修】 

・中堅研究職員育成研修 

・内部研修 

課長補佐 

（室長、グループ班長）
技術センター室長、グループ班長として、専門分野のリーダーとしての役割を担って業務推進する

とともに、人材育成など組織マネジメントを行う。 

・目標管理、例外処理、渉外・調整等の組

織を管理経営するための能力 

備考 

(その他関連措置） 

※可能な限り、本庁と地方機関を経験する。 

課題を設定し自ら取り組むことにより、能力・資質に磨きをかけ、後輩の指導・育

成とともに、実務の中心的役割を担う職員をめざす。 

〇研究活動を通じ極めて高い専
門性と高度な技術を修得 
〇実務経験を通じ技術支援能力
を高める 

経済産業分野研究職として、高い専門知識・技術力と企画・調整能力を持ち、総

合的な視点から判断し行動することができる。

【本 庁】
・産業科学技術課、 
 産業振興課等 

【地方機関】
・あいち産業科学技術総合センター 
・（公財）科学技術交流財団への派遣等 

〇産学行政連携業務を経験し、
企画･調整能力、県民への情報
発信能力、幅広い見識を獲得 
〇研究活動、試験分析業務を通
じ極めて高い専門性と高度な技
術を修得 
〇大学、企業、関係機関との調
整能力を修得 

〇本庁や地方機関を経験
し、企画･調整能力、県民
への情報発信能力、幅広
い見識を修得 
〇産業技術・科学技術振興
に関する企画･調整･指導
能力を修得 
〇他局、関係機関との調整
能力や県民への情報発信
能力を修得 
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【地方機関】  あいち産業科学技術総合センター等 
【本   庁】  産業科学技術課、産業振興課等 

中小企業の技術支援 産業技術・科学技術振興

知
識
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産学行政連携の 
共同研究支援


